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注＊
1	

『
源
氏
物
語
』
と
宇
治
の
か

か
わ
り
に
つ
い
て
は
、
宇
治
文
庫

2
『
平
安
時
代
の
宇
治
』（
宇
治
市

教
育
委
員
会
、
一
九
九
〇
年
）、
宇

治
市
歴
史
資
料
館
図
録
『
宇
治
名

所
図
会
─
旅
へ
の
い
ざ
な
い
─
』

（
宇
治
市
歴
史
資
料
館
、
一
九
九
八

年
）、
安
藤
徹
「『
源
氏
物
語
』
の

ま
ち
・
宇
治　

史
蹟
と
観
光
文
化
」

（
叢
書
・〈
知
〉
の
森
5
『
源
氏
文

化
の
時
空
』
森
話
社
、
二
〇
〇
五

年
）、
高
木
博
志
「
古
典
文
学
と
近

代
京
都
を
め
ぐ
る
素
描
─
名
所
の

女
性
化
と
源
氏
物
語
千
年
紀
─
」

（『
歴
史
評
論
』
七
〇
二
、
二
〇
〇

八
年
一
〇
月
）
な
ど
に
詳
し
い
。

『
源
氏
物
語
』

須
　
　
　
藤
　
　
　
　
圭

『
源
氏
物
語
』
と
京
都

京
都
は
、
い
っ
た
い
、
ど
の
よ
う
な
場
所
と
い
え
る
だ
ろ
う
か
。
京
都
の
イ
メ
ー
ジ
を
形
づ

く
る
文
学
の
ひ
と
つ
に
、
平
安
時
代
中
期
、
紫
式
部
に
よ
っ
て
書
か
れ
た
『
源
氏
物
語
』
が
あ

る
。
稀
代
の
貴
公
子
・
光
源
氏
を
主
人
公
に
し
な
が
ら
、
宮
中
で
育
ま
れ
た
華
や
か
な
王
朝
文

化
を
描
い
た
こ
の
物
語
は
、
い
う
ま
で
も
な
く
、
京
都
を
舞
台
に
す
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
歴

史
の
延
長
線
上
に
位
置
す
る
京
都
は
、「
王
朝
文
化
の
薫
り
を
い
ま
に
と
ど
め
る
ま
ち
」
と
捉
え

ら
れ
る
こ
と
も
多
い
。

た
と
え
ば
、
現
在
、
京
都
市
の
南
に
位
置
す
る
宇
治
市
に
は
、「
宇う
じ
じ
ゆ
う
じ
よ
う

治
十
帖
古こ
せ
き跡
」
と
呼
ば

れ
る
観
光
ス
ポ
ッ
ト
が
あ
る1
＊

。
宇
治
十
帖
と
は
、『
源
氏
物
語
』
の
後
半
部
分
、
第
四
五
帖
・
橋

姫
巻
か
ら
第
五
四
帖
・
夢
浮
橋
巻
ま
で
の
十
帖
を
指
し
、
光
源
氏
の
亡
き
あ
と
、
宇
治
を
主
な

─
光
源
氏
の
「
涙
の
滝
」
と
義
経
の
「
涙
の
滝
」
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＊
2	

「
宇
治
十
帖
古
跡
」
が
、
い

つ
頃
か
ら
存
在
し
た
か
は
わ
か
っ

て
い
な
い
。『
平
安
時
代
の
宇
治
』

（
前
掲
＊
1
）
は
、『
平
等
院
旧
起
』

（
寛
永
一
七
年
（
一
六
四
〇
）
成

立
）
に
「
惣
而
、
宇
治
十
帖
の
名

所
あ
り
。
橋
姫
、
椎
本
、
角
総
、

早
蕨
、
東
屋
、
宿
木
、
浮
舟
、
蜻

蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋
也
。」（『
平
等

院
大
観　

第
一
巻　

建
築
』
岩
波

書
店
、
一
九
八
八
年
）
と
あ
る
こ

と
か
ら
、
こ
の
頃
に
は
存
在
し
て

い
た
も
の
と
解
き
、
安
藤
（
前
掲

＊
1
）
も
従
う
よ
う
だ
が
、
こ
れ

は
、
宇
治
十
帖
の
巻
名
を
単
に
列

挙
し
た
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。
宇

治
十
帖
に
か
か
わ
る
古
跡
だ
か
ら

と
い
っ
て
、
十
の
古
跡
が
存
在
し

て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
わ
け
で

は
な
い
。
十
の
古
跡
と
し
て
成
立

す
る
の
は
、
お
そ
ら
く
、
近
代
以

降
の
こ
と
だ
ろ
う
。
後
考
を
俟
つ
。

＊
3	

『
新
修
京
都
叢
書　

第
六
巻
』

（
臨
川
書
店
、
一
九
六
七
年
）

舞
台
と
し
て
展
開
さ
れ
る
、
薫か
お
る

や
そ
の
愛
を
受
け
た
浮う
き

舟ふ
ね

た
ち
を
め
ぐ
る
悲
恋
の
物
語
を
い

う
。「
宇
治
十
帖
古
跡
」
は
、
そ
の
名
前
の
と
お
り
、
宇
治
十
帖
に
も
と
づ
い
て
作
ら
れ
た
十
の

古
跡
で
あ
る2
＊

。
神
社
で
あ
っ
た
り
、
石
仏
で
あ
っ
た
り
、
石
碑
で
あ
っ
た
り
と
、
形
状
は
さ
ま

ざ
ま
だ
が
、
宇
治
十
帖
の
一
つ
ひ
と
つ
の
巻
名
を
冠
し
た
「
橋
姫
神
社
」「
蜻
蛉
石
」「
夢
浮
橋

巻
之
古
跡
」
な
ど
を
指
す
。
宇
治
市
を
訪
れ
た
人
々
は
、
急
流
の
宇
治
川
を
眺
め
な
が
ら
、「
橋

姫
神
社
」
を
訪
れ
、
こ
の
物
語
の
背
後
に
あ
る
宇
治
の
伝
承
を
知
り
、「
蜻
蛉
石
」
の
そ
ば
で
、

浮
舟
の
行
く
末
を
案
じ
、
紫
式
部
像
と
宇
治
川
を
背
後
に
す
え
た
「
夢
浮
橋
巻
之
古
跡
」
の
石

碑
の
も
と
で
、
薫
と
浮
舟
の
未
来
に
想
い
を
馳
せ
る
。
宇
治
は
、
決
し
て
、
華
や
か
な
宮
中
で

の
生
活
を
思
い
起
こ
さ
せ
る
も
の
で
は
な
い
け
れ
ど
も
、
陰
影
の
あ
る
、
美
し
い
王
朝
絵
巻
的

な
世
界
を
イ
メ
ー
ジ
さ
せ
る
こ
と
だ
け
は
確
か
ら
し
い
。

宇
治
市
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
市
内
に
も
、『
源
氏
物
語
』
と
か
か
わ
り
の
深
い
場
所
は
点

在
す
る
。
た
と
え
ば
、
京
都
市
下
京
区
に
は
、『
源
氏
物
語
』
の
登
場
人
物
で
あ
る
夕
顔
の
墓

と
さ
れ
る
「
夕ゆ
う
が
お
づ
か

顔
塚
」
が
あ
る
。『
都み
や
こ
め
い
し
よ
ず
え

名
所
図
会
』（
安
永
九
年
（
一
七
八
〇
）
刊3
＊

）
に
も
掲
載

さ
れ
て
い
て
、
江
戸
時
代
以
前
か
ら
残
る
古
跡
と
い
え
る
。
夕
顔
は
、
柔
ら
か
く
、
控
え
め
な

女
姓
で
、
光
源
氏
の
心
を
強
く
捉
え
る
も
の
の
、
物
の
怪
に
祟
ら
れ
、
あ
っ
け
な
く
亡
く
な
っ

て
し
ま
っ
た
人
物
。
人
々
は
、「
夕
顔
塚
」
の
あ
た
り
を
訪
れ
る
た
び
に
、
は
か
な
く
散
っ
た

図 1　「涙の滝」周辺図。鞍馬寺へ続く九十九折参道の途中に「涙の滝」がある。

図2　鞍馬山の「涙の滝」。由岐神社のそばで、静かに水を落としている（な
お、図中に見える駒札は、2018 年 7月の豪雨で流失したという）。


